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1.iX について 

 

1-1.iX とは 

iX は、1 つの OS で NAS、iSCSI (ターゲットおよびイニシエータ)、フェイルオーバー機能、ファイバチャンネ

ル (ターゲットおよびイニシエータ)機能を提供するオールインワンの IP ユニファイド ストレージ です。きわ

めて優れた管理性と信頼性を備え、あらゆる規模の組織でベストのソリューションです。 

 

 

 

1-2.本マニュアルについて 

 

本マニュアルには iX での各共有/iSCSI ボリュームの簡単な設定並びに基本的な操作について説明をして

います。 

iX では、各種バージョンとライセンス(ライト/フルバージョン版)により機能に違いがありますので、ご注意下

さい。 
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1-3.iX 動作環境 

ハードウェア CPU メモリー ハードディスク その他 

最小動作環境 1.6GHz/64bit 2GB 10GB USB ポート 

 

WEB ブラウザ 対応 バージョン 

Internet Explorer － － 

Microsoft Edge △ 121.0.2277.83 

Google Chrome △ 121.0.6167.86 

Firefox ○ 122.0 

△：非推奨 〇：推奨 

※弊社にて iX V7up71 に対して接続確認したブラウザのバージョンです。(2024/01/29 時点) 

※非推奨のブラウザは、一部設定が反映されない場合がございます。 

 

 

サポート OS バージョン 

Windows Server OS Windows Server 2012 以降 

Windows クライアント OS Windows 8 以降 

Linux 対応 

Unix 対応 

Mac OS X 10.0～以降 

VMware ESXi 6.x 以降 

※提供元でサポート終了している OS は、サポート対象外となります。 

 

ネットワークプロトコル 

TCP, UDP 

HTTP 

FTP 

SNMP v2,v3 

※SNMP の機能は実装されておりご利用できますが、サポート対象外となります。 

 

ファイルプロトコル 

SMB1.0/2.0/2.1/3.0/3.02/3.11 

CIFS 

NFS v3 

AFP(Apple Talk) v3.1 

FTP/SFTP 

※iX V7up57 以下のバージョンは SMB3.0 に対応していません。 

※iX V7up70 以降のバージョンは AFP に対応していません。 

 

対応 UPS 

APC Smart-UPS 

※シリアル接続はサポートしておりません。 

 

対応テープドライブ 

シングルテープドライブ（SAS 接続） 

テープライブラリ/オートローダー(SAS 接続) 

※FC 接続のテープ装置はご利用できません。 
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外付け USB HDD 

USB2.0/3.0 HDD 

 

iX Samba バージョン 

7.0up16 3.6.25 / 3.6.7 

7.0up54 
3.6.7 

7.0up57 

7.0up60 

4.6.4 7.0up65 

7.0up66 

7.0up70b42331 4.6.16 

7.0up70b45067 

7.0.up71b50993 
4.8.12 

 

1-4.iX バージョン体系 

V6 シリーズ（旧版） リリース 

6.0up97_b6335 2012 年 7 月 

6.0up98_b7337 2013 年 3 月 

6.0up99_b8328 2013 年 8 月 

6.0up99_b11453 2014 年 5 月 

6.0up99_b12938 2014 年 11 月 

6.0up99_b13980 2015 年 2 月 

6.0up99_b14813 2015 年 6 月 

 

V7 シリーズ リリース 

7.0up16_b16323 2015 年 7 月 

7.0up54_b18255 2016 年 2 月 

7.0up57_b20080 2016 年 8 月 

7.0up57_b21592 2016 年 11 月 

7.0up60_b23822 2017 年 7 月 

7.0up65_b26898 2018 年 8 月 

2018 年 9 月(Ness シリーズのみ) 

7.0up65_b27010 2019 年 4 月 

7.0up66_b34637 2019 年 8 月 

7.0up70_b42331 2021 年 5 月 

7.0up70_b45067 2022 年 3 月 

7.0up71_b50993 2024 年 2 月 
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1-5.ライセンスの見分け方 

ライト版（容量＝制限あり 16TB or 24TB） 

 
 

フルバージョン（容量＝無制限） 

 
※CloudyⅢ-LC2 1U、CloudyⅢ 1U は、機能フルバージョン＋容量制限版が存在します。 

 

1-6.ライセンス別 機能比較表 

比較表 

機能 ライト フルバージョン 

SMB/CIFS ○ 

AFP(※1) × 

NFS 〇 

FTP 〇 

iSCSI ボリューム提供 ○ 

ファイバーチャネル ボリューム提供 × ○ 

NIC チーミング(ボンディング) ○ 

UPS 接続(※2) ○ 

ハードウェア RAID × ○ 

ソフトウェア RAID ○ 

データ複製 ○ 

ボリュームレプリケーション × ○ 

スナップショット ○ 

iSCSI/NFS フェイルオーバー × ○ 

ディスクサイズ（RAID 構築後の容量） 最大 16TB/24TB 制限無し 

S.M.A.R.T. 情報(※3) ○ 
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認証方法 

ワークグループ 

(内部・外部 LDAP) 

Windows(PDC) 

Windows(ADS) 

ワークグループ 

(内部・外部 LDAP) 

Windows(PDC) 

Windows(ADS) 

NIS サーバー 

UID と GID の同期 × ○ 

クォータ × ○ 

SNMP v2,v3(※3) ○ 

ローカルバックアップ × ○ 

メール通知 ○ 

※1 V7up70 以降はご利用いただけません 

※2 UPS は APC 製 Smart-UPS のみサポート 

※3 未サポート(本機能は実装されていますが、ご利用できません。) 

ライセンスのライト・フルバージョンの対応製品は項番 1-7 製品別 ライセンス早見表を参照下さい 

更新：2024/01/29 

1-7.製品別 ライセンス早見表 

製品 ライト版 フル版 

CloudyⅤ 1U - 〇 

CloudyⅤ 2U - 〇 

CloudyⅤ 4U - 〇 

CloudyⅣ 1U - 〇 

CloudyⅣ 2U - 〇 

CloudyⅣ 4U - 〇 

CloudyⅢ V4 1U - 〇 

CloudyⅢ V4 2U - 〇 

CloudyⅢ V4 Plus - 〇 

CloudyⅢ V4 4U - 〇 

CloudyⅢ-LC2 1U - 〇 

CloudyⅢ-LC2 2U - 〇 

SmartNAS2 1U 〇 - 

Ness 1000/1100 〇 - 

CloudyⅢ V3 1U - 〇 

CloudyⅢ V3 2U - 〇 

CloudyⅢ V3 Plus - 〇 

CloudyⅢ V3 4U - 〇 

CloudyⅢ-LC 2U - 〇 

SmartNAS 1U 〇 - 

SmartNAS DT 〇 - 

CloudyⅡ-LC 1U - 〇 

製品 ライト版 フル版 

CloudyⅡ-LC 4U - 〇 

SupremacyⅡ - 〇 

CloudyⅡ 1U - 〇 

CloudyⅡ 2U - 〇 

CloudyⅡ 4U - 〇 

Cloudy 1U - 〇 

Cloudy 2U - 〇 
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2.基本設定 
 

2-1.電源投入 
 

本体にディスプレイモニターとキーボードを接続し電源 ON すると自動的に OS が起動します。ロード中は以

下の画面がディスプレイモニターに表示されます。 

※ ディスプレイモニター未接続の場合、表示はされません。 

 

 
 

※ ディスプレイモニター等接続されていない場合は、”2-3 Web GUI からの IP 設定”に移動してくださ

い。 
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以下のフローに基づき、iX の IP アドレス設定を実施します。 
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2-2.コンソールからの IP 設定 

 

2-2-1.ネットワークインターフェイス番号の変更について 

※本設定は、SmartNAS2、Ness シリーズのライト版製品には対応しておりませんのでご注意ください。 

 

各ネットワークポートに対して、eth0 等の様にネットワークインターフェイス番号が割り振られます。 

以下のように基本筐体に設定されたネットワークポートから順に割り振られることが望ましいです。 

 

 
しかし、実際には iX が起動した際に認識されたインターフェイスの順番で各ポートにインターフェイス番

号が設定される為、以下の様にポートに設定されたインターフェイス番号がバラバラになることがあり、

ネットワークの管理が難しくなります。 

※ マルチポートのネットワークインターフェイスカード等を後付けされた場合には、注意が必要です。 
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この項目では、バラバラに設定されたインターフェイス番号を振りなおす方法を説明します。 

 

2-2-1-1変更準備 

ネットワークインターフェイス番号の変更を行う前に事前に各ネットワークの MAC アドレスを確認し、メモ

を残すようにしてください。 

もし、MAC アドレスが不明な場合は、ネットワークポートに実際に使用しているネットワークケーブルを接

続し、”2-2-2 DHCP による IP アドレスの割り当て”もしくは”2-2-3 手動による IP アドレスの割り当て”

の項番 1 と項番 2 を実施し、どのネットワークポートに何のネットワークインターフェイス番号が設定され

ているかをご確認ください。 

確認後に P4 にある様に図を作成し各ポートのインターフェイス番号を記録しておくことをお勧めいたしま

す。 

 

2-2-1-2変更順番の確認 

 

ここでは P4 で示されている状態を修正することを例として説明いたします。 

 

 
 

※ ネットワークインターフェイスが多い場合には、修正が複雑になりますのでご注意ください。 

※ 変更先のネットワークインターフェイス番号が既に振り当てられている場合は、変更することができ

ません。一旦、振り当てられていない番号に変更してください。 

※ 本作業を実施した場合は、システムの再起動が発生します。 

※ 上記の”背面の各コネクタ”について、機種によって異なります。正しくは各ユーザーズマニュアルを

ご参照ください。 
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2-2-1-3変更方法 

 

 操作 表示例 

1 起動が完了すると右図の表示に変わりま

す。 

※ 本システムはトライアルライセンス使用

しています。 

この画面にて、“Ctrl”キーと”Alt”キー、そし

て”t”キーを同時に押して”Console tools 

menu”に移ります。 

 

2 “Console tools menu”で、”6 Add-ons” 矢

印キー(↓もしくは↑)を使って、選択（選択さ

れている場合は、白文字となります。）

し、”Select”を矢印キー（→もしくは←）で選

択（選択されている場合は、白抜きの文字で

表示されます。）し、”Enter”キーを押下しま

す。 

 

3 “Add-ons”メニューで、”2 NICs order” 矢印

キー(↓もしくは↑)を使って、選択（選択され

ている場合は、白文字となります。）

し、”Select”を矢印キー（→もしくは←）で選

択（選択されている場合は、白抜きの文字で

表示されます。）し、”Enter”キーを押下しま

す。  

4 右の様に各インターフェイスの MAC アドレス

と現在設定されているネットワークインターフ

ェイス番号が表示されます。 

変更するネットワークインターフェイス番号

（この例では eth0）矢印キー(↓もしくは↑)を

使って、選択（選択されている場合は、白文

字となります。）し、”Select”を矢印キー（→

もしくは←）で選択（選択されている場合は、

白抜きの文字で表示されます。）し、”Enter”

キーを押下します。 

※ ここでは、”2-2-1-2 変更順番の確認”

に記した順で修正を行います。 
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5 右のメニューが表示されます。”Change”矢

印キー(↓もしくは↑)を使って、選択（選択さ

れている場合は、白文字となります。）

し、”OK”を矢印キー（→もしくは←）で選択

（選択されている場合は、白抜きの文字で表

示されます。）し、”Enter”キーを押下します。 

 

6 右の表示に変わります。変更したいネットワ

ークインターフェイス番号（ここでは 0 から

255 までの数字）を入力し、”OK”を矢印キー

（→もしくは←）で選択（選択されている場合

は、白抜きの文字で表示されます。）

し、”Enter”キーを押下します。 

 

7 変更が完了したら、右の画面に変わります。 

”2-2-1-2 変更順番の確認”を確認しなが

ら、項番 4 から項番 6 を繰り返し実施して、

ネットワークインターフェイス番号の修正を

行います。 

 

8 全てのネットワークインターフェイス番号の

修正が完了しましたら、”Apply” を矢印キー

（→もしくは←）で選択（選択されている場合

は、白抜きの文字で表示されます。）

し、”Enter”キーを押下します。 

※ 必ず”Apply”を実施してください。 

 

9 ネットワークインターフェイス番号の変更に

ついて、変更したネットワークの情報の保存

について確認がされます。 

“Yes” を矢印キー（→もしくは←）で選択（選

択されている場合は、白抜きの文字で表示

されます。）し、”Enter”キーを押下します。 

 

10 システムの再起動を行いますので、再起動

を実施してよいかの確認が表示されます。 

“Yes” を矢印キー（→もしくは←）で選択（選

択されている場合は、白抜きの文字で表示

されます。）し、”Enter”キーを押下します。 
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11 システムの再起動が実施されます。 

 

12 再起動後は右の様に IP アドレスがバラバラ

の状態で表示されます。 

※ この表示はネットワークインターフェイス

番号を修正したことによる表示ですの

で、問題はありません。 

 

次の項で各ネットワークインターフェイスの

IP アドレスを適切に設定してください。 
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2-2-2.DHCP による IP アドレス割り当て 

 

 操作 表示例 

1 起動が完了すると右図の表示に変わりま

す。 

※ 本システムはトライアルライセンス使用

しています。 

 

 

2 “Ctrl”キーと”Alt”キー、そして”n”キーを同

時に押してネットワーク設定画面に移りま

す。 

右図の通り、設定されているネットワークイ

ンターフェイスを確認することができます。 

※ ネットワークのステータスで、”running”

と表示されている場合、ネットワークケ

ーブルが接続されています。 

“no cable”表示はネットワークケーブル

が接続されていません。 

ここでは、接続されている”eth0”の IP アドレ

スを変更します。 

“eth0”矢印キー(↓もしくは↑)を使って、選

択（選択されている場合は、白文字となりま

す。）し、”OK”を矢印キー（→もしくは←）で

選択（選択されている場合は、白抜きの文字

で表示されます。）し、”Enter”キーを押下し

ます。 

 

3 右のメニューに移ります。 

“DHCP” 矢印キー(↓もしくは↑)を使って、

選択（選択されている場合は、白文字となり

ます。）し、”Edit”を矢印キー（→もしくは←）

で選択（選択されている場合は、白抜きの文

字で表示されます。）し、”Enter”キーを押下

します。 
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4 右のメニューに移ります。 

“Use DHCP” を矢印キー(↓もしくは↑)を使

って、選択（選択されている場合は、白文字

となります。）し、”スペースキー”を押下し、

[ ]に”X”印をつけます。 

“X”印を付け加えた後、”Enter”キーを押下

します。 

※ デフォルトで、”Get DNS”が有効(X 印が

ついている)となっていますので、DNS

の設定も DHCP サーバーより取得され

ます。 

 

5 右の画面に移ります。 

“Apply”を矢印キー（→もしくは←）で選択

（選択されている場合は、白抜きの文字で表

示されます。）し、”Enter”キーを押下します。 

 

6 右図の様に、eth0 のネットワークインターフ

ェイスに IP アドレスが設定されます。 

※ DHCP による IP アドレスが設定された

場合には、ステータスが”on (using 

DHCP)”となります。 

※ 設定された IP アドレスについてはメモし

ておいてください。 

“Exit” を矢印キー（→もしくは←）で選択（選

択されている場合は、白抜きの文字で表示

されます。）し、”Enter”キーを押下します。も

しくは”Esc”キーを押下します。 

 

7 設定された IP アドレスが表示されます。 

Web ブラウザ（FireFox を推奨しています）に 

https://<設定された IP アドレス>/ を入力

することで iX の管理・操作が実施できます。 

※ デフォルトの https のポートは 443 で

す。 
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2-2-3.手動による IP アドレス割り当て 

 

 操作 表示例 

1 起動が完了すると右図の表示に変わりま

す。 

 

 

2 “Ctrl”キーと”Alt”キー、そして”N”キーを同

時に押してネットワーク設定画面に移りま

す。 

右図の通り、設定されているネットワークイ

ンターフェイスを確認することができます。 

※ ネットワークのステータスで、”running”

と表示されている場合、ネットワークケ

ーブルが接続されています。 

“no cable”表示はネットワークケーブル

が接続されていません。 

ここでは、接続されている”eth0”の IP アドレ

スを変更します。 

“eth0”矢印キー(↓もしくは↑)を使って、選

択（選択されている場合は、白文字となりま

す。）し、”OK”を矢印キー（→もしくは←）で

選択（選択されている場合は、白抜きの文字

で表示されます。）し、”Enter”キーを押下し

ます。 

 

3 右のメニューに移ります。 

“IP” 矢印キー(↓もしくは↑)を使って、選択

（選択されている場合は、白文字となりま

す。）し、”Edit”を矢印キー（→もしくは←）で

選択（選択されている場合は、白抜きの文字

で表示されます。）し、”Enter”キーを押下し

ます。 
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4 右の様に、現在設定されている IP アドレス

が表示されます。 

“Delete”キーもしくは”BackSpace”キーを使

用して、既存の IP アドレスを消去し、新たな

IP アドレスを設定します。 

完了しましたら、”Enter”キーを押下します。 

 

5 次にネットマスクを設定します。 

右の画面にて、“Mask” 矢印キー(↓もしくは

↑)を使って、選択（選択されている場合は、

白文字となります。）し、”Edit”を矢印キー

（→もしくは←）で選択（選択されている場合

は、白抜きの文字で表示されます。）

し、”Enter”キーを押下します。 
 

6 右の様に、現在設定されているネットマスク

が表示されます。 

“Delete”キーもしくは”BackSpace”キーを使

用して、既存の IP アドレスを消去し、新たな

ネットマスクを設定します。 

完了しましたら、”Enter”キーを押下します。 
 

7 次にゲートウェイを設定します。 

右の画面にて、”Gateway” 矢印キー(↓もし

くは↑)を使って、選択（選択されている場合

は、白文字となります。）し、”Edit”を矢印キ

ー（→もしくは←）で選択（選択されている場

合は、白抜きの文字で表示されます。）

し、”Enter”キーを押下します。  

8 ゲートウェイの IP アドレスを入力し、”Enter”

キーを押下します。 

 

9 右の画面に移ります。 

“Apply”を矢印キー（→もしくは←）で選択

（選択されている場合は、白抜きの文字で表

示されます。）し、”Enter”キーを押下します。 
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10 右の画面に移ります。今度は DNS の設定を

行います。 

“DNS Settings” 矢印キー(↓もしくは↑)を

使って、選択（選択されている場合は、白文

字となります。）し、”OK”を矢印キー（→もし

くは←）で選択（選択されている場合は、白

抜きの文字で表示されます。）し、”Enter”キ

ーを押下します。 

 

11 DNS サーバーの IP アドレスを入力し、” 

Enter”キーを押下します。 

 

12 右図の様に、eth0 のネットワークインターフ

ェイスに IP アドレスが設定されます。 

※ DNS の値は表示されません 

“Exit” を矢印キー（→もしくは←）で選択（選

択されている場合は、白抜きの文字で表示

されます。）し、”Enter”キーを押下します。も

しくは”Esc”キーを押下します。 

 

13 設定された IP アドレスが表示されます。 

Web ブラウザ（FireFox）に 

https://<設定された IP アドレス>/ を入力

することで iX の管理・操作が実施できます。 

※ デフォルトの https のポートは 443 で

す。 
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2-3.Web GUI からの IP 設定 

 

2-3-1.前準備 

2-3-1-1 PC との接続 

 

iX のネットワークインターフェイスの IP アドレスは以下のように設定されて出荷されます。 

※ 以下の図は CloudyⅢ V4 2U 12bay モデルを例としています。 

 
(出荷時設定) 

eth0: 192.168.0.220 / 255.255.255.0 / eth1: 192.168.1.220 / 255.255.255.0 

 

(1) PC の LAN ポートと iX モデルの LAN ポート(eth0 or 1)に、ネットワークケーブル（ストレートケーブ

ル、クロスケーブルどちらでも構いません）で接続してください。 

 

(2) PC でネットワークの IP アドレスを iX の IP と同じセグメントで IP アドレスを設定します。 

 

(3) iX(192.168.0.220 or 192.168.1.220)に、ping の応答を確認してください。 
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(4) 応答: 宛先ホストに到達できません。等のメッセージが表示された場合、もう 2～3 分待っても接続で

きない場合は、もう一つのネットワークインターフェイスにつなぎなおして確認をお願いいたします。 

 

※ もしディスプレイモニターが接続できる様でしたら、接続をしディスプレイの表示を御確認ください。 

※ それでも接続できない様子でしたら、弊社カスタマーサポートまでご連絡ください。 

 

2-3-1-2 WebGUI を使ってログイン 

 

 操作 表示例 

1 Web ブラウザを開き、URL 欄に 

https://192.168.0.220/と入力し、”Enter”キ

ーを押下します。 

右の画面が表示されますので、”危険性を理

解した上で接続するには”をクリックします。 

※Web ブラウザのバージョン違い等で表示

内容が異なる場合があります。 
 

 

2 右画面にある”Newtech Software License 

agreement”を御確認の上、”同意する”ボタ

ンをクリックします。 

 

3 ログイン画面が表示されます。 

管理者レベルを”フルアクセス”とし、パスワ

ードに”admin”を入力します。 

その後、”ログイン”ボタンをクリックします。 

 

https://192.168.0.220/


 

20 

4 ログインが完了しましたら右の画面が表示さ

れます 

 

 

2-3-1-3 WebGUI について 

 

iX にログインをすると以下の画面が表示されます。 

この画面の表示項目について簡単にご紹介いたします。 
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① ログアウトボタン：iX での操作が終了しましたら、このボタンをクリックしログアウトを実施します。 

② メインメニュー：iX でネットワーク、ボリューム、共有等の設定、確認を行います。 

③ iX OS バージョン情報：表示されている文字列が iX のバージョン並びにビルド番号です。 

④ 適用済みパッチ情報：このシステムに適用されたパッチ（SU:Small Update）番号が表示されます。 

⑤ フェイルプボタン：ボタンを押すことで、該当メニューのヒントを確認することができます。 

⑥ リロードボタン：ボタンを押すことで、画面の更新ができます。 

⑦ 技術サポートお問い合わせ先：ニューテックサポート問い合わせ先にリンクしています。 

⑧ 適用ボタン：設定変更後、このボタンを押すことで設定が反映されます。 

⑨ イベントビューワ表示ボタン：ここをクリックすることで iX にて発生したイベントが確認できます。 

2-3-2.DHCP による IP アドレス割り当て 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ネットワーク”を選択します。 

 

2 インターフェイス欄に、iX 上に設定されたネ

ットワークインターフェイスが表示されます。 

IP アドレスを設定するネットワークインターフ

ェイス（ここでは、eth0）をクリックします。 

 

3 GUI 右側のメニューで、IP アドレスの項目を

確認することができます。 

工場出荷時は、eth0 は静的に

192.168.0.220 に設定されています。 

DHCP にて IP アドレスを設定される場合に

は、DHCP にある○印をクリックします。 

※ このメニュー画面に、このネットワークイ

ンターフェイス（ここでは eth0）の MAC 

アドレスが表示されます。 
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4 DHCP が選択されましたら、”適用する”ボタ

ンをクリックします。 

※ DNS の取得がデフォルトで有効化され

ています。DNS サーバー（取得先）の設

定を手動にされたい場合は、この□印を

クリックし、チェックマークを外してくださ

い。 

 

5 右の様に確認のメッセージが表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします 

 

 

 

6 接続している PC のネットワークインターフェイスの IP アドレス、ネットマスク等を変更します。 

そして、Web ブラウザの URL 欄に https://<DHCP サーバーによって割り当てられた IP アドレス/ 

を入力し、”Enter”キーを押下します。 

以下の画面が表示されますので、”2-3-1-2 WebGUI 使ってログイン”を参考にログインを実施し

てください。 
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2-3-3.手動による IP アドレス割り当て 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ネットワーク”を選択します。 

 

2 インターフェイス欄に、iX 上に設定されたネ

ットワークインターフェイスが表示されます。 

IP アドレスを設定するネットワークインターフ

ェイス（ここでは、eth0）をクリックします。 

 

3 GUI 右側のメニューで、IP アドレスの項目を

確認することができます。 

工場出荷時は、eth0 は静的に

192.168.0.220 に設定されています。 

IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイの情

報を入力し”適用する”ボタンをクリックしま

す。 

※ このメニュー画面に、このネットワークイ

ンターフェイス（ここでは eth0）の MAC 

アドレスが表示されます。 

 

4 右の様に確認のメッセージが表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします 
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5 接続している PC のネットワークインターフェイスの IP アドレス、ネットマスク等を変更します。 

そして、Web ブラウザの URL 欄に https://<手動による割り当てられた IP アドレス/ を入力

し、”Enter”キーを押下します。 

以下の画面が表示されますので、”2-3-1-2 WebGUI 使ってログイン”を参考にログインを実施し

てください。 
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2-4.その他ネットワーク関連の設定 

 

2-4-1.サーバー名の変更 

※ サーバーをはっきり識別できるサーバー名を入力してください。サーバー名は NAS プロトコルで使

用されます。これはレプリケーションで使用するホスト名とは異なります。 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ネットワーク”を選択します。 

 

2 “サーバー名”の項目に識別できるサーバー

名を入力します。（必須です。） 

“コメント”項目（任意） 

※ サーバー名とコメントの規則:  

 サーバー名がネットワーク内で一意で

あることを確認してください。 

 新しいサーバーをはっきり識別できる

サーバー名を選択します。 

 特殊文字 

(~!@#$^&()+[]{}*;:'".,%|<>?/\=`_) とスペ

ースは使用しないでください。 

 数字だけのサーバー名は使用できませ

ん。 

 一部のシステムにはコメントが表示され

ません。 

入力後、”適用する”ボタンをクリックします。 

 

3 右の様に確認メッセージが表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします。 

 



 

26 

4 iX のネットワーク等がリセットされるために、

WebGUI の表示がおかしくなる可能性があり

ます。 

Web ブラウザのリロードボタンをクリックし、

WebGUI を再接続してください。 

※ リロード後、右の様な画面になりま

す。”2-3-1-2 WebGUI 使ってログイン”

を参考に再接続をしてください。 

 

※ 他のネットワーク関連の設定後に WebGUI の表示がおかしくなったり、以下の表示が発生したりするこ

とがあります。その場合には、Web ブラウザでのリロードを実施してください。 

 

 

 

2-4-2.DNS の設定 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ネットワーク”を選択します。 

 

2 “DNS 設定”メニューにて、DNS の項目に

DNS サーバーの IP アドレスを入力します。 

その後、”適用する”ボタンをクリックします。 
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2-4-3.ネットワークボンディング（チーミング）について 

 

2-4-3-1 ネットワークボンディング設定 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ネットワーク”を選択します。 

 

2 右側のスライドを下方に移動させます。 

 

3 “新しいボンディングインターフェイスの作

成”メニューで、メンバーのネットワークインタ

ーフェイスを選択（選択の項目にある□印を

クリック）します。 

“作成”項目にある矢印をクリックし、ボンデ

ィングモードを選択します。 

※ ボンディングモードの詳細はフェイルプ

ボタン をクリックして表示される説明

を御確認ください。 

IP アドレスなどのネットワークの情報を入力

し、”作成する”ボタンをクリックします。 

 



 

28 

4 右の様に確認のメッセージが表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします。 

  

5 WebGUI の画面左側にあるインターフェイス

欄にボンディングされたネットワーク(bond0)

が表示されます。 

その bond0 のメンバーであるインターフェイ

スには、(bond0)と表示されます。 

 

“ｂond0”をクリックします。 

 

6 “ボンディングインターフェイスの作成”メニュ

ーでは、設定された、bond0 の状態を確認す

ることができ、また、構成変更（メンバーイン

ターフェイスの削除など）を行うことができま

す。 

メンバーのインターフェイスの前にある矢印

をクリックすることで、どのネットワークを使

用しているかが確認できます。 
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2-4-3-2 ネットワークボンディング解除 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ネットワーク”を選択します。 

 

2 該当のボンディングデバイス（ここでは

bond0）をクリックします。 

 

3 WebGUI 画面右側にある”ボンディングの削

除”メニューで、”削除する”ボタンをクリック

します。  

4 右の様な確認のメッセージが表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします。 

 

5 ネットワークインターフェイス欄でボンディン

グが解除されたことが確認できます。 

※ 各ネットワークは、ボンディング設定され

る以前の状態に戻ります。 

※ デフォルトゲートウェイも解除されます。 

2-4-4 デフォルトゲートウェイの設定を

確認し解除されていましたら設定を行っ

てください。  
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2-4-4.デフォルトゲートウェイの設定 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ネットワーク”を選択します。 

 

2 適切なネットワークに対してデフォルトゲート

ウェイを設定します。 

インターフェイスの○印をクリックして、”適用

する”ボタンをクリックします。 
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2-5.管理者設定 

 

2-5-1.管理者アクセス設定について 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”管理者”を選択します。 

 

2 “管理者アクセス”メニューで、HTTPS のポ

ートを変更したり、WebGUI で接続できる IP

アドレスの制限をかけたりすることが可能で

す。 

“接続許可 IP”の項目にサーバーWeb 管理へ

のアクセスを許可する IP アドレスを割り当てる

ことができます (複数の場合はセミコロンで区

切ります)。 

※ このフィールドを空白にすると、アクセス制

限はなくなります。 

 

“接続許可 IP”を設定した後に”適用する”ボタ

ンをクリックします。 

 

※ 他の機能については、 ボタンをクリックし

内容を御確認ください。 

 

3 “接続許可 IP”で設定した IP アドレスから iX

に Web 経由でアクセスしようとすると右の画

面の様なメッセージを出力し Web 経由でア

クセスできなくなります。 
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2-5-2.管理者パスワードの変更 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”管理者”を選択します。 

 

2 “管理者のパスワード”メニューで管理者レ

ベルにある矢印をクリックし、”フルアクセ

ス”、”メンテナンス”、”管理”のそれぞれの

レベルでパスワードを設定し、”適用する”ボ

タンをクリックします。 

 

iX では、以下の 3 つのレベルで WebGUI にログインすることが可能です。 

また、各レベルではアクセスできるメニューが異なります。 

1) フルアクセス  “セットアップ”、”構成”、”メンテナンス”、”ステータス”、”ヘルプ” 

2) メンテナンス  ”メンテナンス”、”ステータス”、”ヘルプ” 

3) 管理   “ステータス”、”ヘルプ” 

 

フルアクセス、メンテナンスの各レベルに対してはパスワードを設定することをお勧めします。 

また、設定されたパスワード（特にフルアクセスモード）について、忘れないでください。 
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2-5-3.メール通知設定 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”管理者”を選択します。 

 

2 “電子メール追加”のメニューが確認できま

す。 

“エラーの送信”の□印をクリックし、有効化

します。 
 

3 エラーの送信を有効化すると右側の図の通

り、詳細な情報を入力することができます。 

“電子メール”の項目には、”送信元のメール

任意のアドレス”を入力します。 

“SMTP サーバー”の項目は、”メールサーバ

ー（SMTP サーバー）の IP アドレス”を入力し

ます。 

また、重要度によって、メール通知のレベル

を設定します。 

警告レベルの通知：Send warning 

エラーレベルの通知：Send errors 

次に“詳細を表示”をクリックします。 

※ “テストメッセージの送信”についてはデ

フォルトで有効になっています。各設定

後に”適用する”ボタンをクリックすると

テストメッセージが発信されます。 

 

4 “詳細を表示”をクリックすると、SMTP で使

用するポート番号と、メールの”暗号化”を有

効にすることができます。 

暗号化は [TLS プロトコル]で暗号化され

ます。 

 

送信先電子メールで、”デフォルトアカウント

の電子メールの使用を選択している場合、

項番 4 で設定した送信元のメールアドレスと

同じメールアドレスに通知メールが発信され

ます。 

送信元と送信先を分けて管理したい場合、”
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その他”の○印をクリックし、”その他”の項

目に送信先のメールアドレスを入力します。 

 

必要事項を入力、設定後、”適用する”ボタ

ンをクリックします。 

5 設定の適用が行われましたら、テストメッセ

ージが送信されます。 

※ テストメッセージの送信が有効化されて

いる場合 
 

6 右がテストメッセージを送信した例です。 
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2-6.RAID 設定について 

 

2-6-1.ハードウェア RAID について 

 

CloudyⅤシリーズ、CloudyⅣシリーズ、CloudyⅢシリーズ、CloudyⅢ-LC シリーズのモデルには

Broadcom 社(旧 Avago 社)製のハードウェア RAID コントローラが実装されています。 

※ SmartNAS2 は、ハードウェア RAID の設定はございません。 

※ Ness1000 シリーズはハードウェア RAID を搭載していますが、本設定に対応しておりません。 

RAID 構成(例:RAID6->RAID10)を変更する場合は、別途 MegaRAID Storage Manager(MSM)を別 PC に

インストールして MSM から変更を行う必要があります。 

※ MSM の使用方法の詳細については、MSM のユーザーズマニュアルをご参照ください。 

※ V7.0up71 より、RAID 管理ツールが LSI Storage Authority(LSA)に変更になっております。詳細につ

いては、LSA のユーザーズマニュアルをご参照ください。 

ここでは、インストールされた MSM からアクセスする為のログイン情報(パスワード)の変更について説明

します。 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ハードウェア RAID”を選択します。 

 

2 右の画面にて、raid(フルアクセスユーザー)

並びに raidview(読み取り専用アクセスユー

ザー)を選択し、各パスワードを変更します。 

尚、デフォルトの設定は以下の通りです。 

フルアクセス 

ユーザー名： raid 

パスワード：raid 

読み取り専用 

ユーザー名:  raidview 

パスワード: raidview 

変更後、”適用する”ボタンをクリックします。 
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2-6-2.ソフトウェア RAID について 

 

以下に iX でのソフトウェア RAID について説明をいたします。 

※ Ness1000 シリーズはハードウェア RAID を搭載していますので本設定には対応しておりません。 

 

2-6-2-1ユニットの再スキャンについて 

この機能は、システムを再スキャンして新しいユニットを探します。 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ソフトウェア RAID”を選択します。 

 

2 “ユニットの再スキャン”メニューで”再スキャ

ン”ボタンをクリックすることで、新たに接続し

たハードディスクを認識させることができま

す。 

※ iX 起動時には接続されているハードデ

ィスクをスキャンして認識させています。 

 

 

2-6-2-2新しい S/W RAID ユニットの作成ついて 

この機能を使用して、空 (未使用) のユニットからソフトウェア RAID を作成できます。使用中のユニットか

ら RAID を作成する場合は、最初にコンソールでユニットの内容を削除する必要があります。これにより、

ユニットのすべてのデータが消去されることに注意してください。  

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ソフトウェア RAID”を選択します。 
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2 “ユニットの再スキャン”メニューで”再スキャ

ン”ボタンをクリックすることで、新たに接続し

たハードディスクを認識させることができま

す。  

3 “新しい S/W RAID ユニットの作成”メニュー

で、RAID グループを設定したいユニット（ハ

ードディスク）の□印をクリックし選択します。 

選択後に”RAID レベル”で設定したい RAID

レベルを▼印をクリックして選択してくださ

い。 

チャンクサイズを▼印をクリックししてチャン

クサイズを設定します。 

⇒一度に書き込まれるデータの最小量で

す。デフォルトの 64kB 推奨。 
 

4 詳細モードでは、ディグレードモードでの作

成についての許可の有効・無効を設定でき

ます。 

また、RAID グループ作成時のパリティアル

ゴリズムの設定が可能です。 

※ “ディグレードモードでの作成”並びにパ

リティアルゴリズム”の詳細については

P37 参考資料でご確認ください。 

※ 通常はデフォルトの状態で設定されるこ

とをお勧めいたします。 

最後に”作成する”ボタンをクリックします。 

 

5 WebGUI 左側の”S/W RAID ユニット欄に作

成した RAID グループのユニット名（MDx）が

表示されます。 

※ x は英数字、この例では MD0 

表示された RAID ユニットをクリックします。  

6 WebGUI 右側の”情報”欄に現在の RAID ユ

ニットの状態が表示されます。 

右の例は、ソフトウェア RAID を設定した直

後の状態で、ビルド時間（残り時間）等の情

報が赤文字で表示されます。 
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参考資料: 

 

使用可能な RAID: 

RAID 0 

ストライプ アレイ。少なくとも 2 ユニット必要です。RAID 0 では、4k ～ 256k のチャンクサイズを設定でき

ます。RAID アレイのサイズは、アレイ内の各ドライブ サイズの合計になります。 

RAID 1 

ミラー アレイ。少なくとも 2 ユニット必要です。サイズは、(SINGLE)UNIT_SIZE になります。

(SINGLE)UNIT_SIZE は、アレイ内の最小のユニットのサイズです。 

RAID 5 

ストライプ + パリティ アルゴリズム アレイ。同じ容量のユニットが少なくとも 3 つ必要です。[(レイアウト) 

パリティ アルゴリズム] リストボックスから、[左/右] と [対称/非対称]を選択できます。サイズは

(NR_OF_UNITS-1)*(SINGLE)UNIT_SIZE になります。(SINGLE)UNIT_SIZE は、アレイ内の最小のユニットの

サイズです。 

RAID 6 

ストライプ + パリティ アルゴリズム アレイ。同じ容量のユニットが少なくとも 4 つ必要です。[(レイアウト) 

パリティ アルゴリズム] リストボックスから、[左/右] と [対称/非対称]を選択できます。サイズは、

(NR_OF_UNITS-2)*(SINGLE)UNIT_SIZE になります。(SINGLE)UNIT_SIZE は、アレイ内の最小のユニットの

サイズです。 

 

ディグレードモードでの作成を許可 

最小のユニット数を満たしていなくても、1 ユニットで RAID1、2 ユニットで RAID5、3 ユニットで RAID6 を

作成できるようにします。 

 

RAID 5 の (レイアウト) パリティ アルゴリズムの詳細は以下の通りです。 

 

RAID 5 (レイアウト) パリティ アルゴリズム 

マトリクスに示されたデータ配置ブロックとパリティ ブロックの 4 つのアルゴリズムから 1 つを設定できま

す。デフォルトのオプションは、左/対称です。これは大量の読み取りに最適です。次に推奨される値は、左/

非対称です。 
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RAID 6 の (レイアウト) パリティ アルゴリズムの詳細は以下の通りです。 

 

RAID 6 (レイアウト) パリティ アルゴリズム 

マトリクスに示されたデータ配置ブロックとパリティ ブロックの 4 つのアルゴリズムから 1 つを設定できま

す。デフォルトのオプションは、左/対称です。これは大量の読み取りに最適です。次に推奨される値は、左/

非対称です。 

 

 
 

RAID を削除する際、既にボリューム・グループに追加されている場合は、コンソールの拡張ツールを使用

して (コンソールで F1 押すとキーボード ショートカットが表示されます)、最初に RAID のボリューム・グル

ープを削除します (拡張ツール メニューの [Delete content of units (ユニットの内容の削除)] 機能)。これ

で、[削除] ボタンが有効になります。そうでない場合は、単に [削除] ボタンをクリックします。 

 

※ RAID1、RAID5、および RAID6 アレイにはスペア ユニットを追加できます。RAID の作成後は、[機能: 

情報] に同期の進捗状況が表示されます。同期プロセスが終了するまで、このアレイで実行されるす

べてのアクションの動作は多少遅くなります。 

 

※ iSCSI の同じストレージのユニット同士でソフトウェア RAID を構成すると効率が低下します。性能を優

先する場合は 2 つ以上の異なるストレージに接続されているユニットを使用してください。 
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2-6-2-3ソフトウェア RAID 電子メール通知ついて 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ソフトウェア RAID”を選択します。 

 

2 本機能を有効にするには、iX 自身のメール

通知機能を有効にする必要があります。 

“2-5-3 メール通知設定”を参照し、メール

通知機能を有効にしてください。 
 

3 メール通知機能を有効にしたら、右の様に”

ソフトウェア RAID 電子メール通知”メニュー

で各イベントの通知設定が可能になります。 

再同期/復元の進行状況を含める 

これにより、現在実行中の再同期/再構築があ

る場合に、その進行状況を通知できます。20% 

完了するたびに電子メールが送信されます。 

 

アレイの状態を含める 

イベントに関連するアレイの状態に関する情報

がイベントごとに追加されます。 

 

必要な機能の□印をクリックし、チェックマーク

を付与後、”通知する”ボタンをクリックします。 

 

 

 

※ 当機能について、初期のソフトウェアRAID構成時はメール通知されません。一度、RAID構成が組まれ

た後に再同期/復元が行われた場合に機能します。 
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2-6-2-4ドライブ検出ついて 

 

この機能を使用して、iXのケージ内のディスクを検索できます。 

※ 当該機能が有効なのはSmartNASiXの様にいくつかのユニットに分かれてソフトウェアRAID構成になっ

ている場合です。ハードウェアRAIDの場合は、本機能は有効ではありません。 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ソフトウェア RAID”を選択します。 

 

2 “ドライブ検出”メニューにて、確認したいユ

ニット（ここでの例はユニット S004）の□印を

クリックし、チェックマークを付与します。 

その後、”適用する”をクリックします。 

 

3 SmartNAS DT iX で該当のディスクユニット

のアクセス LED（緑色）が点滅します。 

 

 

※ 1 分以内に識別を停止しないと (適切なチェックボックスをオフにし、フォームを適用)、識別は 1 分後

に自動的に停止されます。この機能を通常の運用中に使用する場合、負荷がかかるため、ご注意くだ

さい。 

 

※ BIOS にて SATA Mode が”IDE Mode”になっていると、この機能はご利用できません。SATA Mode は

必ず”AHCI Mode”になっていることをご確認ください。 
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2-6-2-5マネージャについて 

 

この機能を使用して、RAID アレイを管理できます。 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ソフトウェア RAID”を選択します。 

 

2 WebGUI の左側にある、”S/W RAID ユニッ

ト”に、該当の RAID ユニット（ここでは MD0）

が存在しますので、そのユニット名をクリック

します。 

 

3 WebGUI 画面右側に”マネージャ”が表示さ

れます。 

このマネージャでの操作の詳細を次ページ

に記しますので、ご確認ください。 

 

 

使用可能な運用 

 

RAID 0 

この RAID には冗長性がありませんので基本的に RAID を管理することができません。どのユニットに障

害が発生してもアレイ全体が破損します。 

 

RAID 1 

ユニットを障害ユニットとして設定するには、該当するチェックボックス (F 列) をオンにし、[適用] ボタンを

クリックします。 

アレイから任意のユニットを削除するには、該当するチェックボックス (R 列) をオンにし、[削除] ボタンをク

リックします。 

 

RAID 5 

ユニットを障害ユニットとして設定するには、該当するチェックボックス (F 列) をオンにし、[適用] ボタンを

クリックします。 

アレイから任意のユニットを削除するには、該当するチェックボックス (R 列) をオンにし、[削除] ボタンをク

リックします。 
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RAID 6 

ユニットを障害ユニットとして設定するには、該当するチェックボックス (F 列) をオンにし、[適用] ボタンを

クリックします。 

アレイから任意のユニットを削除するには、該当するチェックボックス (R 列) をオンにし、[削除] ボタンをク

リックします。 

 

RAID の表記 

 

PR - アレイ内の優先度 

別のユニットが障害に設定された場合にアレイに追加されるユニットの優先度です。 

 

F - 障害 

アレイ内のユニットを無効にできます。 

 

R - 運用中削除 

システムをシャットダウンせずに、アレイからユニットを削除できます。 

 

ST - アレイ内のユニットの状態を示します。次の状態があります。 

A - ユニットはアレイ内でアクティブです。 

* - アレイに属するユニットの番号。 

S - スペアまたはスペアの再構築 

ユニットは未使用でアレイに追加できます。または、未使用で現在再構築中]です。 

 

制限 

・ デグレード（縮退）モードの場合、または再同期/再構築中の場合は、どのユニットも障害設定する

ことができません。 

・ RAID 1 および RAID 5 を使用している場合は、アクティブな 1 つのディスクだけを障害として設

定できます。 

この制限は、アレイ内のスペア ユニットには適用されません。 

 

※ アクティブな 1 つのディスクだけを障害または削除済として設定できます。 

 

2-6-2-6ソフトウェア RAID ユニットの削除について 

 

この機能を使用して、ソフトウェア RAID ユニット (MD[x]) を削除できます。 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ソフトウェア RAID”を選択します。 
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2 WebGUI の左側にある、”S/W RAID ユニッ

ト”に、該当の RAID ユニット（ここでは MD0）

が存在しますので、そのユニット名をクリック

します。 

 

3 “ソフトウェア RAID ユニットの削除”メニュー

で、”削除する”ボタンをクリックします。 

 

 

※ この機能は、該当する MD[x] に論理ボリュームが作成されておらず、ユニットが再同期中でない場合

にのみ使用できます。 

 

※ 論理ボリュームを含むソフトウェア RAID ユニットを削除する場合は、コンソールの拡張ツール( コンソ

ールで F1 を押すとキーボード ショートカットが表示されます) を使用して、最初に論理ボリュームを

削除してください。 

 

2-6-2-7リカバリー方法 

 

以下にソフトウェアRAIDを使用してのリカバリー例を説明します。 

 

 
 

※エラー等のイベントが発生した場合には、下図の様にWeb GUIにて表示されます。 

 

 
 

イベントビューワのアイコン（封筒マーク）が点滅しますので、このアイコンをクリックし、発生したイベントを確

認してください。 

 

※ ここでのシナリオはあるユニットにおいて、I/Oエラーが発生しRAIDグループから外されたことを想定し

ています。 
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エラーメッセージ例： 

 

 
 

上記のメッセージ部分をクリックするとより詳細なメッセージが表示されます。 

 

 
 

1) ハードディスクドライブ(HDD)が故障の為、RAID グループから外された場合 

以下の様に、RAID ユニット（ここでの例は MD0）が障害発生したハードディスクドライブ(HDD)を外した場

合、デグレード（縮退）モードになった旨のイベントを記録すると共にメール通知を設定した場合には管

理者に対してイベントが通知されます。 

 

softRAID_mgr:RAID MD0 on host smanas7 is in degraded mode. 

 

障害が起きたハードディスクドライブ（HDD）について以下の手順に沿って交換を行います。 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ソフトウェア RAID”を選択します。 

 

2 “新しい S/W RAID ユニットの作成”では以

下の様に障害が発生したハードディスクドラ

イブ（ここではユニット S0002）が外れた形で

表示されます。 

※ もし該当ディスクドライブが未だ認識さ

れている場合は、次項の内容を実施し”

ソフトウェア RAID”に移動した後、”ユニ

ットの再スキャン”メニューで”再スキャン

ボタンをクリックしてみてください。 
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3 WebGUI 画面左側にある”S/W RAID ユニッ

ト”をクリックします。 

 

4 新しいハードディスクドライブと交換し“ユニ

ットの再スキャン”メニューの”再スキャン”ボ

タンをクリックします。 

※ ユニット名（ユニット S00X）が、必ずしも

ハードディスクのスロット番号と一致して

いるとは限りません。 

“2-6-2-4 ドライブ検出”を参考に正常

に動作しているハードディスクの場所を

確認して、誤交換を行わない様に注意し

てください。 

 

5 “新しい S/W RAID ユニットの作成”のユニ

ット欄に交換した新しいハードディスクドライ

ブが”使用可能”な状態で認識されます。 

※ 新しく追加されたユニットのユニット名は

新たに振り当てられるので、障害が起き

たユニットナンバーは永久欠番となりま

す。 

 

6 “新しい S/W RAID ユニットの作成”メニュー

で、新しく交換したハードディスクドライブ（こ

こではユニット S006）の□印をクリックし、チ

ェックマークを付与します。 

その後、RAID レベルで▼印をクリックし、”ス

ペア MD0 – (RAID6)“を選択します。 

 

7 選択が完了した後に”追加する”ボタンをクリ

ックします。 
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8 右の様に、新しいユニット（ここでは ユニット 

S006）が、RAID ユニット(ここでは MD0)に追

加されたことが確認できます。 

 

9 WebGUI の左側にある、”S/W RAID ユニッ

ト”に、該当の RAID ユニット（ここでは MD0）

が存在しますので、そのユニット名をクリック

します。 

 

10 “情報”を確認すると、右の様に、リビルドが

開始されていることが確認できます。 

 

11 正常にリビルドが完了した場合は、右の様

に状態が”clean”となります。 

 

 

2) ハードディスクドライブ(HDD)でエラーが発生したが、RAID グループからは外れていない場合 

 

障害が起きたハードディスクドライブ（HDD）について以下の手順に沿って交換を行います。 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ソフトウェア RAID”を選択します。 
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2 “ドライブ検出”でエラーが発生したユニット

(ここではユニット S002)の□印をクリックし、

チェックマークを付与した後、”適用する”を

クリックします。 

※ハードディスクドライブ（HDD）の障害

で、該当ドライブの検出を行っても LED

が付かない場合、正常なユニットと切り

分けを行って下さい。 
 

3 WebGUI の左側にある、”S/W RAID ユニッ

ト”に、該当の RAID ユニット（ここでは MD0）

が存在しますので、そのユニット名をクリック

します。 

 

4 WebGUI 画面右側に”マネージャ”が表示さ

れます。 

このマネージャでの操作の詳細は、”2-6-2-

5 マネージャについて”を参照してください。 

 

5 “マネージャ”メニューで、障害が発生した該

当ユニット(ここではユニット S002)の F 列に

ある□印をクリックし、チェックマークを付与

します。 

その後、”適用する”ボタンをクリックします。 

 

6 “マネージャ”メニューにて、該当ユニットの

ステータス(ST)は、”F”となります。 
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7 “マネージャ”メニューで、障害が発生した該

当ユニット(ここではユニット S002)の R 列に

ある□印をクリックし、チェックマークを付与

します。 

その後、”適用する”ボタンをクリックします。 

その後、該当のハードディスクドライブ(HDD)

を取り外します。 

 

8 “マネージャ”メニューで、該当ユニットが取り

外されたことが確認できます。 

 

9 WebGUI 画面左側にある”S/W RAID ユニッ

ト”をクリックします。 

 

10 新しいハードディスクドライブと交換し“ユニ

ットの再スキャン”メニューの”再スキャン”ボ

タンをクリックします。 

※ ユニット名（ユニット S00X）が、必ずしも

ハードディスクのスロット番号と一致して

いるとは限りません。 

 

11 “新しい S/W RAID ユニットの作成”のユニ

ット欄に交換した新しいハードディスクドライ

ブが”使用可能”な状態で認識されます。 

※ 新しく追加されたユニットのユニット名は

新たに振り当てられるので、障害が起き

たユニットナンバーは永久欠番となりま

す。 
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12 “新しい S/W RAID ユニットの作成”メニュー

で、新しく交換したハードディスクドライブ（こ

こではユニット S006）の□印をクリックし、チ

ェックマークを付与します。 

その後、RAID レベルで▼印をクリックし、”ス

ペア MD0 – (RAID6)“を選択します。 

 

13 選択が完了した後に”追加する”ボタンをクリ

ックします。 

 

14 右の様に、新しいユニット（ここでは ユニット 

S006）が、RAID ユニット(ここでは MD0)に追

加されたことが確認できます。 

 

15 WebGUI の左側にある、”S/W RAID ユニッ

ト”に、該当の RAID ユニット（ここでは MD0）

が存在しますので、そのユニット名をクリック

します。 

 

16 “情報”を確認すると、右の様に、リビルドが

開始されていることが確認できます。 
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17 正常にリビルドが完了した場合は、右の様

に状態が”clean”となります。 
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2-7.ハードウェア設定 

 

2-7-1.UPS 設定について 

iX に APC 社製 UPS を USB 接続もしくはネットワーク接続をすることによって、外部電源の監視並びに

停電時の自動シャットダウンを実施することが可能になります。 

※ 対応する UPS は APC 社製のみになります。 

※ UPS の冗長構成には対応していません。 

※ 接続方法は USB、ネットワークのどちらかになります。シリアル接続はサポートしておりません。 

 

 

2-7-1-1 USB 接続 

一台の UPS で一台の iX をつなげる場合に、この設定が有効です。 

 

※ UPS 側：標準 USB ポート、NAS 側：任意の USB ポート 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ハードウェア”を選択します。 

 

2 “UPS 設定”メニューで、”UPS の使用”の□

印をクリックし、”UPS の使用”を有効化しま

す。 
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3 “UPS の使用”を有効化すると、UPS の設定

画面が表示されます。 

※ 例では、SmartUPS の USB 接続を例に

しています。 

他の UPS を設定する場合には、”UPS

モデル”（矢印部分をクリックします）で

適している UPS を選択してください。 

※ 詳細はヘルプを御確認ください。 

※ 停電が発生した際、“タイムアウト”に設

定している値（ここでは 5 min）の間待っ

て電源が復旧しないとこの iX はシャット

ダウンします。 

全て設定（選択）しましたら”適用する”ボタン

をクリックします。 

設定はこれで完了です。 

 

4 設定が完了しましたら、UPS が正しく認識す

るかを確認します。 

メインメニューで”ステータス”→”ハードウェ

ア”へと移動します。 

 

5 正しく UPS が接続されている場合は、状態が”ONLINE”になります。

 

6 UPS が正しく接続されていない場合には、以下の様に UPS モードが”null”と表示されます。UPS

との接続を再確認してください。 

 

※ 接続に問題がないことを確認の上、iX の再起動を実施してください。 

V7.0up71 の場合、UPS 設定を変更すると、この状態となりますので、再起動が必須となります。 
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7 外部電源を抜いた（停電が発生）場合、状態は”ONBATT”に変わります。 

 

8 外部電源が抜けた（停電が発生）場合、右の

様なイベントが発生します。  

9 UPS のバッテリー電源で稼動し始めた場合、

右の様なイベントが発生します。 
 

10 項番 3 で”タイムアウト”に設定した時間（デフ

ォルト 5 分）経過した後、iX はシャットダウン

が開始されます。 

 

 

2-7-1-2 ネットワーク接続 

一台の UPS で複数の iX（他にサーバー・PC 等）をつなげる場合に、この設定が有効です。 

 

構成例： 

 

事前準備：  

上図の様に、ネットワークを接続し、UPS のネットワークマネージメントカードの IP アドレスを設定しま

す。 
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 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ハードウェア”を選択します。 

 

2 “UPS 設定”メニューで、”UPS の使用”の□

印をクリックし、”UPS の使用”を有効化しま

す。 

 

3 “UPS の使用”を有効化すると、UPS の設定

画面が表示されます。 

UPS ベンダの設定にて”SNMP”を 

 “SNMP ホストエージェントドメイン”の項目

には、UPS のネットワークマネージメントカー

ドに設定した IP アドレスを入力します。 

※ 詳細はフェイルプを御確認ください。 

※ 停電が発生した際、“タイムアウト”に設

定している値（ここでは 5 min）の間待っ

て電源が復旧しないとこの iX はシャット

ダウンします。 

全て設定（選択）しましたら”適用する”ボタン

をクリックします。 

 

設定はこれで完了です。 

 

4 設定が完了しましたら、UPS が正しく認識す

るかを確認します。 

メインメニューで”ステータス”→”ハードウェ

ア”へと移動します。 
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5 正しく UPS が接続されている場合は、以下の様に状態が”OL”と表示され、バッテリーの充電度合

いも確認ができます。 

※ 項番 2 で設定した後、SNMP にて該当 UPS の状態を取得します。この取得にしばらく時間を必要

とします。(約 30 秒間) 

 

”OL”＝OnLine 

6 外部電源を抜いた（停電が発生）場合、状態は”OB”に変わります。 

 

”OB”=OnBattery 

7 項番 3 で”タイムアウト”に設定した時間（デフ

ォルト 5 分）経過した後、iX はシャットダウン

が開始されます。 

 

 

2-7-1-3 復電後に自動起動させる方法（参考資料） 

出荷時設定は、停電から復電した際に自動で起動しません。 

BIOS の設定で”Restore on AC/Power LOSS”の設定を”LAST State”(デフォルト値)を”Power ON”に変

更することで復電後に自動起動させることが可能です。 

以下は CloudyⅢ 2U モデルを参考例として記載しています。 

 操作 表示例 

1 
 

電源投入後、BIOS 設定画面に入ります。 

サーバー起動時、NTC ロゴが表示されている

タイミングで、”Del”キーを押して下さい。 
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2 BIOS 設定画面に入ります。 

“Advanced”のタブ 矢印キー(“→”もしくは”

←”)を使用して選択します。 

 

3 Advanced メニュー中の”Boot Feature” 矢

印キー(“↓”もしくは”↑”)を使用して選択

（選択された箇所は白文字表示になりま

す。）し、”Enter”キーを押下します。 

 

4 “Boot Feature”のメニュー画面で、”Restore 

on AC Power Loss” の項目を選択します。  

“Restore on AC Power Loss”での選択画す

すると、 Power on / Stay Off / Last State 

の３つの中から、”Power On” を選択しま

す。 
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5 “Esc”キーを押下し、でメインメニューまで戻

り、“Save & Exit”の項目を選択します。 

項目内の “Save Changes and Reset” を選

択して、BIOS 画面より抜けます。 

 

以上で完了です。 

 

 

2-7-2.時刻設定について 

※ iX(イクス)のリストア、アップデート、SU のパッチを適用した場合は時刻が出荷状態に戻っている場

合があります。時刻の設定を必ずご確認ください。 

2-7-2-1 手動設定 

 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ハードウェア”を選択します。 

 

2 “時刻の設定”メニューに現在の時刻が表示

されます。 

手動で時刻の設定を行う場合、”マニュア

ル”の○印をクリックし選択します。 

その後、”新しい時刻”（必要に応じて”新し

い日付”も）の項目に正しい時間を入力し、”

適用する”ボタンをクリックします。 

※ 新しい時刻のボタンをクリックすること

で、現在操作しているクライアント PC の

時間と同じ時刻を設定することができま

す。  
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3 現在の時刻が更新されたことを御確認くださ

い。 

 

 

2-7-2-2 NTP サーバーを使用しての時刻設定 

・一回のみ調整（クリック時にのみ調整） 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ハードウェア”を選択します。 

 

2 “時刻の設定”メニューに現在の時刻が表示

されます。 

“NTP サーバー”の○印をクリックし、”NTP

サーバー”の項目に NTP サーバーの IP ア

ドレス、もしくはサーバー名を入力します。 

※ サーバー名を入力する場合は DNS に

よる名前解決ができていることが前提で

す。 

一回のみの調整の場合、”クリック時にのみ

調整”の○印をクリックし、”適用する”ボタン

をクリックして下さい。 

 

3 “現在の時刻”が正しい時間に変わったかど

うかを御確認ください。 
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4 もし、NTP サーバーの入力した情報に誤り

があった場合は、右の様なエラーが表示さ

れます。 

NTP サーバーと接続を御確認ください。 

 

 

 

・継続的な調整（NTP サーバーに追随して時刻を調整） 

 操作 表示例 

1 iX にログイン後、メインメニューで”セットアッ

プ”→”ハードウェア”を選択します。 

 

2 “時刻の設定”メニューに現在の時刻が表示

されます。 

“NTP サーバー”の○印をクリックし、”NTP

サーバー”の項目に NTP サーバーの IP ア

ドレス、もしくはサーバー名を入力します。 

※ サーバー名を入力する場合は DNS に

よる名前解決ができていることが前提で

す。 

“NTP を使用して継続的に調整”の○印をクリッ

クします。 

システム時間を監視し、ローカル時間とサーバ

ー時間の 

時差が変化した場合に時間を修正します。特に

複数のドメインを使用する場合は、このオプショ

ンをオンにすることをお勧めします。 

※ サーバーが正しく機能するには、時刻の設

定がたいへん重要です。特にレプリケーシ

ョンの場合は必須ですので注意してくださ

い。 

システムが外部アクセスするためにはゲー

トウェイと DNS ネットワーク (ホスト名の

場合) を設定しておく必要があります。 
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3 “現在の時刻”が正しい時間に変わったかど

うかを御確認ください。 

 

4 もし、NTP サーバーの入力した情報に誤り

があった場合は、右の様なエラーが表示さ

れます。 

NTP サーバーと接続を御確認ください。 
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3.ログイン・ログアウト・再起動・シャットダウン方法 

 

3-1.ログイン方法 

 操作 表示例 

1 Web ブラウザを開き、URL 欄に 

https://192.168.0.220/と入力し、”Enter”キ

ーを押下します。 

右の画面が表示されますので、”危険性を理

解した上で接続するには”をクリックします。 

※ Web ブラウザのバージョンの違い等で

表示内容が異なるかと思います。以下

の様な表示が発生しました場合、”エラ

ー内容”をクリックします。 

 

以下の様に内容を確認の上、”例外を追加”

をクリックしてください。 

 

 

2 “セキュリティ例外の追加”が表示されます。 

“セキュリティ例外を承認”ボタンをクリックし

ます。 

 

https://192.168.0.220/
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3 ログイン初回時には、右の画面が表示され

ます。 

“English”の横にある矢印をクリックする

と、”Japanese”と”Chinese”が選択できる様

になりますので、”Japanese”を選択します。 

 

4 右画面にある”Newtech Software License 

agreement”を御確認の上、”同意する”ボタ

ンをクリックします。 

 

5 ログイン画面が表示されます。 

管理者レベルを”フルアクセス”とし、パスワ

ードに”admin”を入力します。 

その後、”ログイン”ボタンをクリックします。 

 

6 ログインが完了しましたら右の画面が表示さ

れます 
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3-2.ログアウト方法 

 操作 表示例 

1 
WebGUI 画面左上ある のボタンを

クリックします。 

 

2 確認画面が表示されます。 

“はい”ボタンをクリックします。 
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3-3.再起動方法 

 

3-3-1.WebGUI からの再起動方法 

 

 操作 表示例 

1 WebGUI のメニューから、”メンテナンス”→”

シャットダウン”に移動します。 

 

2 “システム再起動”メニューで、”再起動”ボタ

ンをクリックします。 

 

3 確認メッセージが表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします。 

 

4 iX の再起動が開始されます。 
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3-3-2.コンソールからの再起動方法 

※ コンソールから再起動を行う場合、iX 本体にディスプレイ・キーボード(もしくは KVM、BMC 経由での

リモート KVM)の設定が必要です。 

 操作 表示例 

1 コンソール画面が右の様に表示しています。 

この画面で、”Ctrl”+”Alt”+”k”キーを同時に

入力します。 

 

2 右のメニューに移ります。 

“System restart”を矢印キー(↓もしくは↑)

で、選択（選択されている場合は、白文字と

なります。）し、”OK”を矢印キー（→もしくは

←）で選択（選択されている場合は、白抜き

の文字で表示されます。）し、”Enter”キーを

押下します。 

※ ”ボリュームレプリケーション+フェイルオ

ーバー”の構成ではない場合には、項

番 4 に進みます。  

3 右の画面は、”ボリュームレプリケーション+

フェイルオーバー”の構成を実施した環境で

再起動を実施した場合に表示されます。 

※ フェイルオーバーの構成で、フェイルオ

ーバーサービスを停止しないで、システ

ムの再起動、停止を行うと不要な複製

先へのフェイルオーバーが実行されま

す。必要に応じて、WebGUI からフェイル

オーバーサービスを停止してください。 

内容を確認の上、”Yes” を矢印キー（→もし

くは←）で選択（選択されている場合は、白

抜きの文字で表示されます。）し、”Enter”キ

ーを押下します。 

 

4 確認のメッセージが表示されます。再起動す

る場合は、”Yes” を矢印キー（→もしくは←）

で選択（選択されている場合は、白抜きの文

字で表示されます。）し、”Enter”キーを押下

します。 
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5 システムの再起動が実施されます。 
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3-4.シャットダウン方法 

 

3-4-1.WebGUI からのシャットダウン方法 

 

 操作 表示例 

1 WebGUI のメニューから、”メンテナンス”→”

シャットダウン”に移動します。 

 

2 WebGUI 画面の右側にあるスライドバーを選

択し、下方に移動させます。 

 

3 “システムシャットダウン”メニューにて。”シ

ャットダウン”ボタンをクリックします。 

 

4 確認メッセージが表示されます。 

“OK”ボタンをクリックします。 

 

5 iX のシャットダウンが開始されます。 
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3-4-2.コンソールからのシャットダウン方法 

 

※ コンソールから再起動を行う場合、NAS 本体にディスプレイ・キーボード(もしくは KVM、BMC 経由で

のリモート KVM)の設定が必要です。 

 操作 表示例 

1 コンソール画面が右の様に表示しています。 

この画面で、”Ctrl”+”Alt”+”k”キーを同時に

入力します。 

 

2 右のメニューに移ります。 

“System shutdown”を矢印キー(↓もしくは

↑)で、選択（選択されている場合は、白文字

となります。）し、”OK”を矢印キー（→もしく

は←）で選択（選択されている場合は、白抜

きの文字で表示されます。）し、”Enter”キー

を押下します。 

※ ”ボリュームレプリケーション+フェイルオ

ーバー”の構成ではない場合には、項

番 4 に進みます。 

 

3 右の画面は、”ボリュームレプリケーション+

フェイルオーバー”の構成を実施した環境で

再起動を実施した場合に表示されます。 

※ フェイルオーバーの構成で、フェイルオ

ーバーサービスを停止しないで、システ

ムの再起動、停止を行うと不要な複製

先へのフェイルオーバーが実行されま

す。必要に応じて、WebGUI からフェイル

オーバーサービスを停止してください。 

内容を確認の上、”Yes” を矢印キー（→もし

くは←）で選択（選択されている場合は、白

抜きの文字で表示されます。）し、”Enter”キ

ーを押下します。 

 

4 確認のメッセージが表示されます。再起動す

る場合は、”Yes” を矢印キー（→もしくは←）

で選択（選択されている場合は、白抜きの文

字で表示されます。）し、”Enter”キーを押下

します。 
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5 シャットダウンが実施されます。 

 

 

※基本設定手順書 Part2 もご参照下さい。 
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